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１－１ 調査概要 
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・上赤羽根地区への新たな交通の導入に向けた基礎データとする
ため、移動実態やニーズ等を把握することを目的にアンケート調
査を実施。 

・調査期間 ：平成28年7月～8月末 
・対象地域 ：上赤羽根地区全世帯（約220世帯） 
・対象者  ：高校生以上の最大４名まで回答可 
・調査方法 ：自治会による配布・回収 
・配布数  ：220通（世帯） 
・回収数  ：145通（世帯） 
・回収率  ：64％ 
・回収人数 ：340人（1世帯あたり2.3人回答） 

図 調査地域 

上赤羽根地区 
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１－２ 家族票 
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・居住地は、西南側が６５.５％（９５世帯）と大半を占め、東南側が   
２７.６％（４０世帯）、北側が４.１％（６世帯）。 

・１人世帯は８.３％（１２世帯）と少数で８９.０％は２人以上の世帯。 
・自家用車がない世帯は１１.０％（１６世帯）、２台以上の世帯が    
４３.４％（６３世帯）。 

図 居住地 図 家族構成 図 自動車保有台数 
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１－３ 個人票  （１）性別・年齢・職業 
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・男女比は、ほぼ半数で性別に差はない。 
・年齢は、各世代から回答があり、６５歳以上の高齢者は３５.０％
（１１９人）。 

・職業は、会社員等が２４．７％（８４人）と最も多く、次に無職（定年
等）が１９.７％。（６７人）。 

図 性別 図 年齢 図 職業 
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・通勤・通学が最も多く５０.０％、次に買物が３３.５％。 
・外出目的の最もよく出かける目的地は、辻堂駅周辺が４３.５％と 
  集中しており、茅ヶ崎駅を含むその他の場所は１０％前後と分散。 

図 外出目的 図 目的地（行き先） 

 ①外出目的・目的地 



平成28年度 第１回茅ヶ崎市地域公共交通会議 

１－３ （２）日常の最もよく出かける移動実態 
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・最もよく出かける目的地までの交通手段は、自動車（自分で運転）が
５０.０％（１７０人）を占め最も多い。 

・次に自転車が２７.６％（９４人）を占め、自動車（家族の送迎）と徒歩
のみが同数で１７.９％（６１人）。 

・地域公共交通としては、路線バスが９.1％（３１人）、コミュニティバス
が０．６％（２人）、タクシーが５.９％（２０人）。 

図 交通手段（複数回答） 

 ②交通手段 
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・朝は７時台、８時台が多く、夕方は１８時台が多い。 
・外出頻度は、ほぼ毎日が５７.４％（１９６人）、週に数日が３５％
（１１９人）。 

図 外出時間帯 図 外出頻度 

１－３ （２）日常の最もよく出かける移動実態 

 ③外出時間帯・外出頻度 
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１－３ （３）公共交通サービスの意向 
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・日常の移動手段について、「困っていないが将来は不安」という方
が４５.０％（１５３人）と最も多く、「困っていない」の２０.０％（６８人）
を含む「困っていない」方は、６５.０％（２２１人）。 

・潜在需要となり得る日常の移動手段に困っている方は、２９.７％ 
 （１０１人）。 
 

図 日常の移動手段について 

 ①日常の移動手段について 
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・辻堂駅に行く交通手段を希望する方が８７.１％（８８人）。 
・路線バスを利用したい方が７８.２％（７９人）、コミュニティバスを利用
したい方が７６.２％（７７人）。 

・病院などの送迎バスが２０.８％（２１人）。 
・予約型乗合バスが１１.９％（１２人）。 
 

図 利用したい交通手段（複数回答） 図 希望する公共交通の行き先 

１－３ （３）公共交通サービスの意向 

 ②潜在需要（101人）の希望する行き先・手段 
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・３０分間隔なら利用する方が最も多く、５５.４％（５６人）。 
・次に、１５分間隔なら利用する方が３０.７％（３１人）。 
・コミュニティバスと同程度の運行間隔の６０分間隔が１３.９％
（１４人）、９０分間隔は０人。 

・利用頻度は、「週に数日」が最も多く４１.６％（４２人）、次に 
 「ほぼ毎日」が３８.６％（３９人）。 

図 利用する運行間隔 

１－３ （３）公共交通サービスの意向 

 ③潜在需要（101人）の希望する運行間隔・利用頻度 

図 利用頻度 
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１－４ 需要予測 （１）概要① 
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■潜在需要の対象者 
 ・アンケートで「日常の移動手段に困っている」と回答した方 
 （１０１人）を潜在需要の対象者と位置づける。 

■日利用需要の計算方法 
 ・アンケートの希望する行き先の潜在需要対象者の回答した 
  ”利用頻度係数の和”  × ２（往復） ＝  ”日利用需要” 

 ・上赤羽根地区の全世帯調査のため、未回答者は移動に困っ
ていない需要対象外と考え、地域全体への拡大計算は行わ
ない。  

 
利用頻度  計算方法 利用頻度係数  

 ほぼ毎日（週5～7日）  6日÷7日 0.86  
 週に数日（週2～4日）  3日÷7日 0.43 
 週に１日  1日÷7日 0.14 
 月に2～3日  2.5日÷30日 0.10 
 年に数日  2.5日÷365日 0.01 
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１－４ 需要予測 （１）概要② 
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運行時間帯による日利用需要の絞り込み 
 ・コミュニティバスと同様の運行時間帯で利用すると回答した比率 

 日利用需要 × 日常の外出時間帯比   

図 潜在需要の利用する運行間隔 

運行間隔による日利用需要の絞り込み 
 ・コミュニティバスと同様の６０分間隔以上で利用すると回答した比率 

 日利用需要 × 利用する運行間隔比 

■サービス水準による日利用需要の絞り込み 
 ・運行間隔や時間帯等のサービス水準により、利用可否が判断。 
 ・コミュニティバスと同様のサービス水準で利用すると回答した方 
  の比率で日利用需要を絞り込む 

図 潜在需要の日常の外出時間帯 

人数 割合

90分間隔 0 0%

60分間隔 14 14%

30分間隔 56 55%

15分間隔 31 31%

合計 101 100%

※既存コミバス７０分～９０分間隔 
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１－４ （２）日利用需要の算出パターン 
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 ■パターン①：移動に困っている方（全員） 
   「日常の移動手段に困っている」と回答した全員。 
   ⇒マイカー移動や路線バスの利用者など公共交通への 
     転換が難しい方を含んでいるため参考値。 
  
 ■パターン②：移動に困っている方（マイカー除く） 
   「日常の移動手段に困っている」と回答した方。 
   ただし、マイカー移動からの直ぐの転換は難しいと考え、 
   日常の移動実態で自動車（自分で運転）と回答した方を除く。 
 
 ■パターン③：移動に困っている方（家族送迎のみ） 
  「日常の移動手段に困っている」と回答した方。 
  ただし、転換の可能性が高いと考えられる日常の移動実態で 
  自動車（家族送迎）と回答した方のみを対象。  
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・辻堂駅周辺が最も多く９５人/日。 

１－４ （３）日利用需要 

 パターン①：移動に困っている方（全員） 
・辻堂駅周辺が最も多く９５.０人/日。 
・６０分間隔以上の利用は、１３.２人/日。 
・時間帯あたりの利用は、約１人。 

茅ヶ崎駅
周辺

辻堂駅周
辺

市立病院
周辺

その他 合計

上赤羽根地区 2.8 95 .0 2.0 3.6 103.4

辻堂駅
周辺

90分間隔 0% 0.0
60分間隔 14% 13.2
30分間隔 55% 52.7
15分間隔 31% 29.2
合計 100% 95 .0

13 .2

利用する
運行間隔
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・辻堂駅周辺が最も多く９５人/日。 

１－４ （３）日利用需要 

 パターン②：移動に困っている方（マイカー除く） 
・辻堂駅周辺が最も多く５３.７人/日。 
・６０分間隔以上の利用は、７.４人/日。 
・時間帯あたりの利用は、１人未満。 
 

茅ヶ崎駅
周辺

辻堂駅周
辺

市立病院
周辺

その他 合計

上赤羽根地区 0.9 53 .7 1.1 3.6 59.3

辻堂駅
周辺

90分間隔 0% 0.0
60分間隔 14% 7.4
30分間隔 55% 29.8
15分間隔 31% 16.5
合計 100% 53 .7

7 .4

利用する
運行間隔
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・辻堂駅周辺が最も多く９５人/日。 

１－４ （３）日利用需要 

 パターン③：移動に困っている方（家族送迎のみ） 
・辻堂駅周辺が最も多く１８.９人/日。 
・６０分間隔以上の利用は、２.６人/日。 
・時間帯あたりの利用は、１人未満。 

茅ヶ崎駅
周辺

辻堂駅周
辺

市立病院
周辺

その他 合計

上赤羽根地区 0.9 18 .9 0.9 0.9 21.5

辻堂駅
周辺

90分間隔 0% 0.0
60分間隔 14% 2.6
30分間隔 55% 10.5
15分間隔 31% 5.8
合計 100% 18 .9

2 .6

利用する
運行間隔
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■行き先 

・辻堂駅周辺への移動ニーズが約９０％を占め、茅ヶ崎駅や市立病
院などの市内への移動ニーズは低い。 

 ⇒ 辻堂駅への運行が望ましい。 
 

■日利用需要 

・日利用需要は、パターン②③より、最大１９人から５４人と予測。 

・そのうち、コミュニティバスと同様の６０分間隔以上の利用に絞ると
２.６人/日から７.４人/日。 

・さらに、時間帯あたりでは、１人未満。 

・バス輸送は、乗車定員１１人以上の車両を用いて定時定路を運行
する形態。 

 ⇒ １便（時間）あたり１人未満のため、大量輸送機関のバス導入
には、不向きと考えられる。 

１－４ （４）日利用需要のまとめ 
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■茅ヶ崎市の地域公共交通導入の考え方 

 ・茅ヶ崎市乗合交通整備計画（平成16年度～平成32年度）に基づき  
コミュニティバス等を導入【実施中】 

 ・次期計画（平成32年度～）は、国が推進する地域公共交通網形成
計画（法定計画）に基づき、茅ヶ崎市全体計画を検討・策定予定 

 

■計画見直しまでの小需要の地域公共交通の確保に向けて 

 ・小需要における他地域の取り組み事例調査 

   ＞考えられる交通手段メニュー  ⇒地域協働運行 等                       

   ＞持続可能な工夫内容      ⇒隔日運行、事業者（運転手） 

   ＞移動をあきらめている方の外出機会創出の取り組みも必要  

 ・地域との意見交換（勉強会）  

１－５ （１）今後の取り組みについて 
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■地域協働による地域公共交通の導入 

 ・路線バス、コミュニティバスの導入が困難な地域に、地域住民が運行主
体となった運行を導入する自治体が増加 

 ・横浜市、川崎市、藤沢市、相模原市、厚木市、秦野市などで導入 

１－５ （２）地域協働による地域公共交通 

■藤沢市の事例（のりあい善行） 

 ・自治会費、支援金、協賛金（企業・個人）を資金とする運行形態を目指し、
地域主体で進める「のりあいタクシーの実証運行」をＨ24年度より実施 

 ・運行主体は、「善行地区郷土づくり推進会議」からＮＰＯにＨ28年4月か
ら移行し、継続運行（検証）中  

■年会費
個人 団体

正会員 10,000円 10,000円
サポート
会員

1口1,000円
（3口以上）

1口1,000円
（5口以上）

■運行概要
事業主体 NPO法人のりあい善行
運行日 平日
運行時間帯 午前９時台から午後５時台 
運行回数 2系統　各１日12回

大人300円(※サポーター会員は250円)
子供100円
未就学児は大人１名につき２名まで無料 

運行事業者 株式会社湘南相中

運賃
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１－６ 調査票 （１）家族票 
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１－６ 調査票 （２）個人票 
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２．バス停リニューアル 

23 



平成28年度 第１回茅ヶ崎市地域公共交通会議 

24 

２－１ バス停リニューアルの概要  
■概要 

  バス停標識については、経年劣化により
一部、色あせするなど見苦しい状況にある
ため、視認性やイメージアップの向上等を
目的としたバス停標識のリニューアルを今
後、順次実施する。 

■スケジュール(案） 

 ・平成２８年度  バス停デザイン検討 

   平成２９年２月 第２回交通会議で報告 

 ・平成２９年度 予算に応じて制作 

             順次入替 
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３．茅ヶ崎駅北口周辺交通環境改善検討 
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３－１ 調査内容  
■概要 

  交通が集中する茅ヶ崎駅北口周辺は路線バス
の定時性・速達性に支障を来している。しかし、
遅延状況について十分な把握ができていない。 

  昨年度、路線バスの遅延状況を把握するため、
バス停間所要時間データ（提供：神奈川中央交
通（株））を用いてバス停間の遅れ時間について
分析した。 

  今年度は、さらに、発生頻度など遅延状況につ
いて詳細な把握を図る。 

■データ（昨年度データ） 

 ・期     間：平成２８年４月～８月（昨年度と同様のデータ） 

 ・対象系統：茅ヶ崎駅北口を起点する３１系統 

■スケジュール（案） 

 ・平成２９年２月 第２回交通会議で報告 

図 バス停間の遅れ時間 


